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◆ キーワード　伝説／弘法大師／日本武尊／杖立清水／話型

一
、
柳
田
国
男
『
日
本
の
伝
説
』
か
ら

（
一
）「
杖
立
清
水
」
の
類
話

昭
和
四
年（
一
九
二
九
）、ア
ル
ス
社
の
日
本
児
童
文
庫
の
一
冊
と
し
て
、

『
日
本
神
話
伝
説
集
』の
書
名
で
出
版
さ
れ
た
柳
田
国
男
の『
日
本
の
伝
説
』

は
、
親
し
み
や
す
い
伝
説
研
究
の
入
門
書
で
あ
る
。
読
者
は
、
次
々
と
紹

介
さ
れ
る
各
地
の
よ
く
似
た
話
、
つ
ま
り
類
話
を
読
み
な
が
ら
、
伝
説
に

共
通
点
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
話
型
（
類
型
・
タ
イ
プ
）
の
存
在
に
気

づ
か
さ
れ
る
。
ま
た
、
伝
説
の
主
人
公
は
変
化
す
る
こ
と
が
説
か
れ
、
そ

れ
ら
は
も
と
神
々
の
物
語
で
あ
っ
た
と
い
う
、
柳
田
の
伝
説
論
の
核
心
へ

と
導
か
れ
る
。「
大
師
講
の
由
来
」と
い
う
章
の
中
の
、次
の
箇
所
な
ど
も
、

そ
う
し
た
立
論
の
好
例
と
い
え
る
。
柳
田
は
、
ま
ず
、
次
の
よ
う
に
問
い

か
け
る（
漢
字
を
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。
以
下
、引
用
に
つ
い
て
同
じ
）。

　

わ
れ
〳
〵
が
考
へ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
そ
れ
が
ほ
ん
た
う

に
弘
法
大
師
の
僧
空
海
で
あ
つ
た
ら
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

広
い
日
本
国
中
を
こ
の
通
り
よ
く
歩
き
廻
り
、
ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
な

不
思
議
を
残
し
て
行
く
こ
と
は
、
と
て
も
人
間
わ
ざ
で
は
出
来
ぬ
話
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
神
様
だ
と
い
は
ず
に
、
な
る
べ
く
誰
か
昔
の
偉

い
人
の
し
た
こ
と
の
や
う
に
、
わ
れ
〳
〵
は
考
え
て
み
よ
う
と
し
た
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
弘
法
大
師
が
最
も
そ
の
人
だ
と
想
像
し
や
す

か
つ
た
だ
け
で
は
な
い
で
せ
う
か
。

そ
し
て
、
弘
法
大
師
が
杖
で
つ
い
て
湧
か
し
た
川
場
温
泉
、
ま
た
、
豊

臣
秀
吉
が
同
様
に
し
て
湧
か
し
た
と
い
う
有
馬
温
泉
の
「
願
い
の
湯
」、

こ
の
二
つ
の
事
例
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

　

尾
張
の
生
路
と
い
う
村
に
は
、
あ
る
お
寺
の
下
に
綺
麗
な
清
水
が

あ
っ
て
、
こ
れ
も
大
帥
の
掘
つ
た
井
戸
だ
と
、
土
地
の
人
た
ち
は
い
つ

て
を
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
最
初
か
ら
の
い
ひ
伝
え
で
な
か
つ
た
こ
と

は
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
四
百
年
ば
か
り
前
に
、
あ
る
学
者
が
こ
の

寺
に
頼
ま
れ
て
書
い
た
文
章
に
は
、
大
昔
日
本
武
尊
が
、
こ
ゝ
に
来
て

狩
り
を
な
さ
れ
、
渇
き
を
お
覚
え
な
さ
れ
た
が
水
が
な
い
の
で
、
弓
弰

を
も
っ
て
岩
を
お
さ
し
に
な
る
と
清
い
泉
が
湧
い
た
。
そ
れ
が
こ
の
井

戸
で
あ
る
と
誌
し
て
を
り
ま
す
。
近
頃
は
も
う
水
も
出
な
く
な
り
ま
し

伝
説
の
語
る
「
歴
史
」

―
愛
知
県
東
浦
町
生
路
井
の
「
杖
立
清
水
」
を
め
ぐ
っ
て
―

齊　

藤　
　

純
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た
が
、
以
前
は
村
の
者
が
非
常
に
尊
敬
し
て
い
た
井
戸
で
、
穢
れ
の
あ

る
も
の
が
も
し
こ
れ
を
汲
ま
う
と
す
る
と
、
俄
に
水
の
色
が
濁
つ
て
し

ま
ふ
と
ま
で
信
じ
て
ゐ
た
さ
う
で
あ
り
ま
す
。（
張
州
府
志
、
愛
知
県

知
多
郡
東
浦
村
生
路
）
／
こ
れ
と
同
じ
や
う
な
伝
説
は
、
他
の
地
方
に

数
多
く
あ
り
ま
し
て
、
た
ゞ
関
係
し
た
人
の
名
が
違
つ
て
い
る
ば
か
り

で
あ
り
ま
す ［
柳
田　

一
九
七
〇　

一
五
七
―
一
五
八
］。

扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
杖
立
清
水
」「
弘
法
清
水
」
の
話

型
の
伝
説
で
あ
る
（
１
）。

柳
田
は
、
弘
法
大
師
が
主
人
公
の
川
場
温
泉
、
豊
臣

秀
吉
が
主
人
公
の
有
馬
温
泉
、ま
た
、弘
法
大
師
が
主
人
公
の
東
浦
村
（
現
・

東
浦
町
）
生い
く
じ路

の
三
つ
の
類
話
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
生
路
に
関
し
て
、
日

本
武
尊
が
主
人
公
で
あ
っ
た
中
世
の
類
話
を
紹
介
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

同
じ
話
型
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
伝
説
の
主
人
公
は
、
地
域
と
時
代
に
よ
っ

て
変
化
す
る
。
そ
れ
が
、
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
れ
ら
の
伝
説
は
同
じ
話
型
だ
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。

（
二
）
伝
説
と
歴
史

こ
の
う
ち
、
有
馬
温
泉
の
伝
説
に
関
し
て
、
近
年
、
興
味
深
い
歴
史
が

判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興
事
業
で
、有
馬
の
「
願

い
の
湯
」
跡
と
い
う
土
地
が
発
掘
さ
れ
、
湯
船
を
備
え
た
秀
吉
の
御
殿
跡

が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
遺
構
と
符
合
す
る
文
献
の
記
載
が
見
直

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
正
月
、
御
殿
の
建
設
中

に
、
突
然
新
し
い
温
泉
が
湧
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
詳
細
は
別
稿
に
紹
介
し
た
が
［
齊
藤　

二
〇
〇
六
］、
歴
史
的

事
実
が「
杖
立
清
水
」の
話
型
に
結
び
つ
い
て
伝
説
に
な
っ
た
こ
と
。
ま
た
、

話
型
の
方
か
ら
み
れ
ば
、
伝
承
さ
れ
る
「
杖
立
清
水
」
の
設
定
に
結
び
つ

く
歴
史
的
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
。
そ
れ
が
、
確
か
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
生
路
の
類
話
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
こ
の
伝
説
に
関
し
て
、

な
に
か
あ
ら
た
な
歴
史
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
注
目
さ
れ
る
こ
と

に
、
弘
法
大
師
に
先
立
つ
、
日
本
武
尊
の
中
世
の
類
話
が
あ
る
と
い
う
。

だ
が
、
中
世
と
い
っ
て
も
、
日
本
武
尊
が
活
躍
し
た
時
代
と
は
大
き
な
隔

た
り
が
あ
る
。
そ
の
活
躍
を
記
す
古
代
の
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の

伝
承
に
つ
い
て
も
、
複
数
の
英
雄
像
の
合
成
と
い
う
以
外
に
、
ど
の
よ
う

な
歴
史
的
事
実
が
含
ま
れ
て
い
る
か
定
説
が
な
い
。
率
直
に
い
う
と
、
日

本
武
尊
が
生
路
に
来
た
と
い
う
事
実
の
解
明
に
関
し
、
筆
者
は
悲
観
的
で

あ
る
（
２
）。
と
は
い
え
、
生
路
の
伝
説
は
無
価
値
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
が

語
る
歴
史
に
つ
い
て
も
、
見
方
に
よ
っ
て
は
興
味
深
い
事
柄
が
読
み
取
れ

る
。
以
下
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
生
路
井
の
伝
説

（
一
）『
張
州
府
志
』
の
生
路
井
―
弘
法
大
師
説
と
日
本
武
尊
説
―

引
用
文
に
あ
る
よ
う
に
、柳
田
は
生
路
の
伝
説
を
『
張
州
府
志
』
に
よ
っ

て
紹
介
し
て
い
た
。『
張
州
府
志
』
は
、
尾
張
藩
が
編
纂
し
た
地
誌
で
、
宝

暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
成
立
し
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
︱
一
八
〇
一
）

に
一
部
が
補
訂
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
巻
第
二
十
七
「
智
多
郡
」
の
「
山
川
」

の
章
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
原
漢
文
。
適
宜
句
読
点
を
加
え
、
読
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み
下
し
た
）。

【
生
路
井
】
生
路
村
常
照
庵
の
下
に
在
り
。
俗
に
弘
法
の
鑿
つ
所
と
云

う
は
非
也
。
万
里
和
尚
の
常
照
庵
薬
樹
詩
序
に
略
に
云
う
。
知
多
郡
に

邑
有
り
、
生
道
と
曰
う
。
昔
、
熱
田
の
霊
祠
、
東
征
す
る
に
、
先
ず
是

の
境
に
入
り
て
射
猟
し
、
渇
す
る
こ
と
甚
だ
し
。
弓
弰
を
取
り
て
岩
を

刺
す
や
、
則
ち
、
泉
忽
ち
に
湧
く
。
此
の
泉
、
今
に
至
る
ま
で
存
し
、

号
し
て
生
道
井
と
曰
う
。
若
し
汚
穢
の
者
、之
を
汲
ま
ば
、則
ち
、水
色
、

俄
に
濁
る
云
々
。
今
、
其
の
泉
、
廃
る
［
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会　

一
九
七
四　

七
一
四
］。

文
中
の
「
常
照
庵
」
は
現
在
の
常
照
寺
。
東
浦
町
生
路
字あ
ざ
森
腰
に
あ
る

曹
洞
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
こ
の
寺
の
下
に
「
生
路
井
」
が
あ
る
と
い
う
。

生
路
井
は
、『
張
州
府
志
』
が
編
纂
さ
れ
た
頃
、
俗
に
弘
法
大
師
が
掘
っ

た
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
俗
説
に
つ
い
て『
張
州
府
志
』の
編
者
は「
非
也
」、

つ
ま
り
間
違
い
だ
と
記
し
、
根
拠
と
し
て
「
万
里
和
尚
」
の
「
常
照
庵
薬

樹
詩
序
」
の
記
述
を
あ
げ
る
。

万
里
和
尚
と
は
、
室
町
時
代
の
臨
済
宗
僧
侶
で
漢
詩
人
の
万ば
ん
り
し
ゅ
う
く

里
集
九

（
一
四
二
八
︱
？
）
の
こ
と
。
彼
は
京
都
五
山
で
文
名
を
上
げ
、
応
仁
の

乱
後
、
美
濃
の
鵜
沼
に
住
ん
だ
。
集
九
は
諸
国
を
旅
し
て
多
く
の
詩
文
を

残
し
、「
常
照
庵
薬
樹
詩
序
」、
正
し
く
は
「
蓬
州
常
照
菴
、
薬
樹
、
諸
詩

之
序
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
常
照
庵
の
開
祖
の
禅
師
が
、
大
切
に
し
て

い
た
薬
樹
を
切
っ
て
人
に
与
え
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
集
九
は
、
延
徳
三
年

（
一
四
九
一
）
秋
、
禅
師
を
讃
え
る
詩
「
蓬
州
智
多
郡
生
道
邑
常
照
菴
薬

樹
之
詩
」
を
作
り
、
そ
の
序
と
な
る
文
が
「
蓬
州
常
照
菴
、
薬
樹
、
諸
詩

之
序
」で
あ
る
。
こ
の
文
中
に「
生
道
」す
な
わ
ち
生
路
に
や
っ
て
来
た「
熱

田
の
霊
祠
」
が
狩
を
し
て
渇
き
、
弓ゆ
は
ず弰

で
岩
を
突
く
と
泉
が
湧
い
た
。
そ

れ
が
「
生
道
井
」
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
［
市
木　

一
九
九
三　

二
八
三
︱

二
八
四
、
同　

一
九
九
四　

一
九
〇
︱
一
九
四
、
東
浦
町
誌
編
さ
ん
委
員

会　

一
九
九
八　

一
〇
三
〇
︱
一
〇
三
一
］。

「
熱
田
の
霊
祠
」
は
熱
田
神
宮
の
こ
と
だ
が
、そ
の
祭
神
で
よ
い
だ
ろ
う
。

同
神
宮
の
祭
神
に
は
諸
説
あ
る
が
、
日
本
武
尊
が
携
え
た
草
薙
剣
を
中
心

に
、
そ
れ
と
縁
の
深
い
神
々
、
す
な
わ
ち
天
照
大
神
・
素す
さ
の
お
の
み
こ
と

戔
鳴
尊
・
日
本

武
尊
・
宮
み
や
ず
ひ
め
の
み
こ
と

簀
媛
命
・
建
た
て
い
な
だ
ね
の
み
こ
と

稲
種
命
を
祀
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
東
征
」
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
日
本
武
尊
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
っ

て
、
集
九
が
序
文
を
書
い
た
頃
、
生
路
井
の
「
杖
立
清
水
」
の
主
人
公
は

日
本
武
尊
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、『
張
州
府
志
』
に
よ
る
と
、
同
書
が
編
ま
れ
た
頃
、
生
路
井
は
弘

法
大
師
が
掘
っ
た
と
い
う
俗
説
が
あ
っ
た
。
こ
の
『
張
州
府
志
』
の
「
生
路

井
」
の
記
述
の
お
か
げ
で
、
同
じ
井
戸
に
つ
い
て
二
つ
の
類
話
、
す
な
わ
ち

日
本
武
尊
が
弓
弰
で
つ
い
て
湧
か
し
た
と
い
う
中
世
の
類
話
と
、
弘
法
大
師

が
掘
っ
た
と
い
う
近
世
の
類
話
の
存
在
が
知
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

（
二
）『
梅
花
無
尽
蔵
』
の
記
載
―
中
世
の
日
本
武
尊
の
類
話
―

日
本
武
尊
の
生
路
井
の
類
話
を
記
す
「
蓬
州
、
常
照
菴
、
薬
樹
、
諸
詩

之
序
」
は
、
万
里
集
九
の
漢
詩
文
集
『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
収
ま
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
市
木
武
雄
が
詳
細
な
注
釈
を
施
し
た
『
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
』

が
あ
り
、
本
稿
も
多
く
の
恩
恵
を
蒙
っ
て
い
る
。
今
、
同
書
の
読
み
下
し
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に
よ
り
、「
蓬
州
、
常
照
菴
、
薬
樹
、
諸
詩
之
序
」
の
該
当
箇
所
を
確
認

し
て
お
こ
う
。
生
路
井
の
話
は
、
序
文
の
は
じ
め
か
ら
三
分
の
一
程
ま
で

の
部
分
に
記
さ
れ
る
（
ふ
り
仮
名
を
適
宜
略
し
た
）。

　

山
の
神
仙
有
る
者
と
こ
ろ、

海
の
神
物
有
る
者
と
こ
ろ、

總す
べ

て
是
を
霊
区
と
謂
ふ
。

小
蓬
莱
、
智
多
郡
に
邑む
ら

有
り
、
生
道
と
曰
ふ
。
昔
、
熱
田
の
霊
祠
、
東

伐
す
る
に
、
先
づ
是
の
境
き
や
うに

入
り
て
射し
や
れ
う猟

し
、
渇
す
る
こ
と
甚
は
な
はだ

し
。

弓き
ゆ
う
さ
う

弰
を
取
り
て
巌
い
は
ほ

を
刺
す
や
、
則
す
な
は

ち
、
泉
忽た
ち
ま

ち
に
湧
く
。
宝
ほ
う
し
や
く積

の
錫
し
や
く
た
ん端、

李り
く
わ
う広

の
飛ひ
せ
ん泉

よ
り
潔
い
さ
ぎ
よし

。
霊
祠
、
之
を
飲
み
て
生
活
す
。

豈あ
に

、
魏ぎ
ぶ武

の
梅
を
云
ふ
に
非
ず
や
。
遂
に
凱
旋
す
。
此
の
泉
、
今
に
至

る
ま
で
存
し
、
号
し
て
「
生
道
の
井
」
と
曰
ふ
。
若も

し
汚お
あ
い穢

の
者
、
之

を
汲
ま
ば
、
則
ち
、
水
す
い
し
よ
く色、

俄
に
は
かに

濁
る
。
巫ふ
し
ゆ
く祝

の
言げ
ん

、
略ほ
ぼ

諸こ
れ

を
紳し
ん

に

書
す
（
後
略
）［
市
木　

一
九
九
四　

一
九
〇
︱
一
九
一
］。

詳
し
い
語
釈
は
『
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
』
に
備
わ
る
が
、
あ
ら
ま
し
の
理

解
の
た
め
、
同
書
を
も
と
に
簡
単
に
説
明
を
加
え
よ
う
。「
神
仙
」
は
仙

人
。「
神
物
」
は
不
思
議
な
力
を
も
つ
も
の
。「
霊
区
」
は
神
霊
の
や
ど
る

地
域
。「
小
蓬
莱
」
は
尾
張
の
こ
と
。「
宝
積
の
錫
端
」
は
宝
釈
菩
薩
の
持

つ
錫
杖
の
端
。「
李
広
」
は
中
国
漢
代
の
将
軍
で
、
自
分
よ
り
先
に
、
士

卒
に
泉
の
水
を
飲
ま
せ
た
と
い
う
。「
生
活
」は
生
き
生
き
す
る
こ
と
。「
魏

武
」
は
中
国
の
魏
の
武
帝
の
曹
操
。
彼
は
行
軍
中
に
梅
の
話
を
し
て
、
士

卒
の
喉
の
渇
き
を
癒
し
た
と
い
う
。「
巫
祝
」
は
神
に
仕
え
る
者
。
み
こ
・

か
ん
ぬ
し
で
、「
言
」
は
そ
の
言
葉
。「
諸
を
紳
に
書
す
」
は
、
忘
れ
ぬ
よ

う
書
き
つ
け
る
こ
と
の
た
と
え
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
故
事
や
比
喩
を
除
け
ば
、『
張
州
府
志
』
の
引
用
と
ほ

ぼ
同
内
容
だ
が
、
末
尾
に
あ
る
「
巫
祝
の
言
」
云
々
の
記
述
は
注
目
さ
れ

よ
う
。「
巫
祝
」
に
つ
い
て
は
様
々
な
想
像
が
可
能
だ
が
、
残
念
な
が
ら

実
態
を
知
る
手
が
か
り
は
、
こ
れ
以
上
、
文
中
に
な
い
。
と
は
い
え
、
延

徳
三
年
（
一
四
九
一
）
頃
、万
里
集
九
が
、生
路
の
祭
祀
関
係
者
か
ら
「
熱

田
の
霊
祠
」、
す
な
わ
ち
日
本
武
尊
の
伝
説
を
聞
い
て
い
た
ら
し
い
こ
と

が
わ
か
り
、
貴
重
な
記
載
で
あ
る
。

（
三
）
生
路
井
の
現
状
と
伝
承

　

生
路
井
は
今
も
東
浦
町
生
路
に
存
在
す
る
。
東
浦
町
は
、
大
部
分
が
知

多
半
島
を
南
北
に
の
び
る
丘
陵
と
、
そ
の
辺
縁
の
台
地
か
ら
な
る
。
そ
し

て
、そ
れ
ら
の
東
に
、境
川
沿
い
の
低
地
が
広
が
っ
て
い
る
。『
張
州
府
志
』

の
常
照
庵
、
す
な
わ
ち
常
照
寺
は
台
地
の
東
端
に
位
置
し
、『
張
州
府
志
』

の
記
述
通
り
、
寺
の
東
側
の
崖
を
下
り
、
南
へ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
所

に
生
路
井
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
南
進
し
て
坂
を
登
る
と
、
生
路
の

氏
神
の
伊い
く
じ

久
智
神
社
に

出
る
。
つ
ま
り
、
生
路

井
は
、
常
照
寺
と
伊
久

智
神
社
の
間
の
南
北
の

崖
の
下
に
あ
り
〈
地
図

１
〉、
所
在
地
の
字
名

も
「
坂
下
」
で
あ
る
（
３
）。

現
在
、
古
木
が
茂

る
井
戸
の
敷
地
に
は
石

〈地図１〉生路井付近
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の
垣
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
中
の
湧
水
に
円
い
井
戸
枠
が
は
ま
る
〈
写
真
１
・

２
〉。
そ
の
敷
地
の
南
隣
に
祠
が
あ
る
。
泉
の
神
で
、
伊い
ざ
な
ぎ
の
お
お
か
み

邪
那
岐
大
神
と

伊い
ざ
な
み
の
お
お
か
み

邪
那
美
大
神
を
祭
神
と
す
る
。
近
く
の
「
下
屋
敷
組
」
で
祀
る
と
い
う
。

付
近
の
家
々
と
伊
久
智
神
社
で
尋
ね
た
が
、
生
路
井
の
伝
説
と
祭
神
と
の

関
係
は
不
明
で
あ
る
（
二
〇
〇
六
・
三
・
四
、
同
・
一
一
・
一
一
調
査
）。

井
戸
の
敷

地
の
一
角
に
、

「
生
道
井
之

碑
」
と
記
す

石
碑
が
あ
る
。

そ
の
銘
文
は

次
の
通
り
。

　

嗚
呼
冽
ら
の
生
道
井
の
水
や
井
ハ
往
昔
／
日
本
武
尊
の
東
征
の
時
此

の
地
に
御
猟
し
た
ま
ひ
／
渇
を
覚
え
給
い
し
か
ば
御
弓
の
弰
以
て
岩
を

／
衝
き
給
ひ
し
に
忽
湧
き
出
で
た
る
霊
泉
に
し
て
若
／
穢
れ
し
者
之
を

汲
め
ば
水
色
か
な
ら
ず
濁
り
し
と
／
い
へ
り
か
か
る
霊
泉
も
い
つ
し
か

涸
れ
て
た
だ
／
其
の
名
の
み
残
り
し
が
明
に
治
れ
る
大
御
代
／
と
共
に

再
湧
き
出
て
い
に
し
空
に
す
み
か
え
り
／
ぬ
る
事
め
で
た
き
か
な
冽
ら

の
生
道
井
の
水
や
／
大
正
六
年
一
月
／
熱
田
神
宮
宮
司
正
五
位
勲
六
等

岡
部
譲
撰
文
并
書
／
高
浜
町
河
内
屋
万
作
彫
刻

こ
の
よ
う
に
、「
蓬
州
、
常
照
菴
、
薬
樹
、
諸
詩
之
序
」
や
『
張
州
府
志
』

と
同
内
容
の
伝
説
を
記
し
、
涸
れ
て
い
た
水
が
「
明
に
治
れ
る
大
御
代
」、

す
な
わ
ち
明
治
に
な
っ
て
再
び
湧
き
出
し
た
こ
と
を
付
記
す
る
。
あ
る
い

は
こ
の
時
期
に
整
備
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
石
碑
の
建
立
は
大
正

六
年
（
一
九
一
七
）
一
月

だ
か
ら
、
計
画
は
そ
れ
以

前
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
大

正
四
年
に
大
正
天
皇
の
即

位
式
「
御
大
典
」
が
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
国
家
的
儀

式
に
際
し
て
は
、
国
史
、

特
に
皇
室
に
関
わ
る
歴
史

の
顕
彰
が
各
地
で
行
わ
れ

る
。そ
の
動
き
を
受
け
て
、

さ
ら
に
明
治
期
の
回
顧
の

〈写真１〉生路井の全景

〈写真２〉生路井の湧水
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意
味
も
含
め
て
、「
生
道
井
之
碑
」
の
建
立
が
企
て
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、「
昭
和
六
十
年
十
一
月
／
東
浦
町
教
育
委
員
会
」
と
、「
東

浦
町
地
域
ふ
れ
あ
い
場
整
備
業
／
平
成
十
七
年
度　

生
路
区
」
と
署
名
さ

れ
た
二
つ
の
説
明
板
が
立
つ
。
い
ず
れ
も
「
蓬
州
、
常
照
菴
、
薬
樹
、
諸

詩
之
序
」
や
『
張
州
府
志
』
と
同
じ
内
容
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

教
育
委
員
会
の
文
章
は
、
日
本
武
尊
が
弓
弰
で
岩
を
つ
く
と
水
が
湧
く
奇

跡
を
、「
弰（
ゆ
は
ず
）で
岩
を
は
ね
退
け
る
と
、下
か
ら
清
水
が
湧
き
で
た
」

と
改
め
る
。
そ
し
て
、「
心
の
よ
く
な
い
者
が
こ
の
水
を
汲
む
と
た
ち
ま

ち
濁
っ
た
と
い
わ
れ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
「
穢
れ
」
に
言
及
し

な
い
。
伝
説
を
合
理
的
に
解
釈
し
、
主
人
公
の
神
性
を
弱
め
、
で
き
る
だ

け
歴
史
的
事
実
の
よ
う
に
読
み
取
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
こ
こ
に
う
か
が

え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
地
で
表
示
さ
れ
る
伝
説
は
、
い
ず
れ
も
日
本
武
尊

が
主
人
公
の「
杖
立
清
水
」で
あ
る
。
そ
の
内
容
は「
蓬
州
、常
照
菴
、薬
樹
、

諸
詩
之
序
」
や
『
張
州
府
志
』
の
記
載
の
範
囲
内
に
収
ま
る
。
民
話
集
や

町
史
と
い
っ
た
文
献
も
同
様
で
、
①
昭
和
十
二
年
『
愛
知
県
伝
説
集
』［
愛

知
県
教
育
会　

一
九
三
七　

三
五
］、②
昭
和
四
十
三
年
『
東
浦
町
誌
』［
東

浦
町
誌
編
纂
委
員
会　

一
九
六
八　

六
五
〇
］、
③
昭
和
六
十
二
年
『
ひ

が
し
う
ら
の
民
話
』［
東
浦
町
総
務
部
企
画
財
政
課　

一
九
八
七　

八
四
︱

八
五
］
に
記
さ
れ
た
「
生
路
井
」
の
伝
説
は
、基
本
的
に
「
蓬
州
、常
照
菴
、

薬
樹
、
諸
詩
之
序
」
お
よ
び
『
張
州
府
志
』
と
同
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
、

水
を
汲
む
者
の
禁
忌
に
つ
い
て
、
②
は
「
心
が
け
の
悪
い
も
の
」
と
し
、

③
も
「
心
の
よ
く
な
い
人
」
と
表
現
を
改
め
て
い
る
。

一
方
、
弘
法
大
師
が
掘
っ
た
と
い
う
類
話
は
、
現
在
、
伝
わ
っ
て
い

な
い
。
こ
れ
は
、
尾
張
藩
の
公
撰
地
誌
で
あ
る
『
張
州
府
志
』
が
、「
俗

に
弘
法
の
鑿
つ
所
と
云
う
は
非
也
」
と
明
確
に
否
定
し
た
。
そ
の
こ
と
の

影
響
が
大
き
い
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
『
尾
張
名
所
図
会
』
も
、

巻
之
六
で
「
生
路
井
」
を
取
り
上
げ
る
が
、『
張
州
府
志
』
を
踏
襲
し
、

弘
法
の
俗
説
を
「
非
な
り
」
と
し
て
「
常
照
庵
薬
樹
詩
序
」
を
紹
介
す
る

［
林　

一
九
八
四　

一
九
五
︱
一
九
六
］。
こ
の
よ
う
に
、『
張
州
府
志
』
の

記
載
に
よ
っ
て
存
在
の
知
ら
れ
る
弘
法
大
師
の
類
話
は
、
ま
さ
に
『
張
州

府
志
』
に
よ
っ
て
成
長
を
止
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
張
州
府
志
』

が
「
非
也
」
と
す
る
根
拠
に
は
、「
蓬
州
、
常
照
菴
、
薬
樹
、
諸
詩
之
序
」

に
お
け
る
日
本
武
尊
の
類
話
の
記
載
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
伝
承
と
文

献
記
載
と
の
興
味
深
い
、
ま
た
抜
き
差
し
な
ら
な
い
影
響
関
係
が
う
か
が

え
る
。

三
、
生
道
郷
の
神
社
と
日
本
武
尊

（
一
）
氏
神
の
旧
称
「
八
釼
大
明
神
」

と
こ
ろ
で
、
生
路
の
氏
神
の
伊
久
智
神
社
は
、『
張
州
府
志
』
の
頃
、

村
人
か
ら
「
八
劒
明
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
名
称
は
中
世
に
さ
か

の
ぼ
り
、
祭
神
は
日
本
武
尊
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

伊
久
智
神
社
に
つ
い
て
は
、『
張
州
府
志
』
の
巻
第
二
十
九
、「
智
多
郡
」

の
「
神
祠
」
の
節
に
次
の
記
載
が
あ
る
（
原
漢
文
。
適
宜
句
読
点
を
加
え
、

読
み
下
し
た
）。
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【
伊
久
智
神
祠
】
生
道
村
に
在
り
。
俗
に
八
剱
明
神
と
称
す
。
本
国
帳

に
曰
く
。従
三
位
伊
久
智
天
神
也
。享
徳
三
年
甲
戌
三
月
。長
坂
近
江
守
。

同
伊
豆
守
。
同
将
監
等
、
之
を
修
造
す
（
後
略
）［
愛
知
県
郷
土
資
料

刊
行
会　

一
九
七
四　

七
三
九
］。

文
中
の
「
本
国
帳
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
国
内
神じ
ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

名
帳
」
の
こ
と
。
古

代
に
諸
国
の
重
要
な
神
社
の
神
階
と
神
名
を
記
し
た
帳
簿
だ
が
、
ほ
と
ん

ど
は
中
世
の
写
本
で
伝
わ
る
。
尾
張
国
の
も
の
も
残
さ
れ
、『
尾
張
国
神

名
帳
』
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
「
智
多
郡
」
の
「
従
三
位
」
の
神
社
の

中
に
「
伊
具
智
天
神
」
の
記
載
が
あ
り
、
生
路
村
の
八
剱
明
神
が
こ
れ
に

あ
た
る
と
、『
張
州
府
志
』
は
比
定
し
た
わ
け
で
あ
る（

（
（

。

現
在
の
「
伊
久
智
神
社
」
の
名
は
こ
う
し
た
考
証
に
沿
う
も
の
だ
が
、

同
社
に
残
る
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
三
月
の
社
殿
再
建
の
棟
札
に
は
「
扶

桑
国
尾
州
路
智
多
郡
生
道
郷
居
住
道
俗
等　

太
歳
甲
戌
享
徳
三
年
三
月
初

三
日
擇
吉
日
良
辰
重
奉
造
建
／
八
釼
大
明
神
霊
廟
」
と
記
さ
れ
る
［
東
浦

町
誌
編
さ
ん
委
員
会　

二
〇
〇
三　

二
七
二
］。
こ
の
記
載
か
ら
、
神
社

は
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）、「
八
釼
大
明
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
生
路
村
の
近
世
文
書
を
み
て
も
、
十
九
世
紀
初
め

ま
で
、氏
神
は「
八
釼
大
明
神
」「
八
釼
宮
」と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
が「
伊

久
智
天
神
」
へ
と
変
わ
る
の
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
神
職
の
格
式
向
上

に
向
け
た
、
同
社
の
社
人
の
免
状
獲
得
運
動
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
活
動

に
と
も
な
う
考
証
に
よ
っ
て
、「
八
釼
大
明
神
」「
八
釼
宮
」
で
し
か
な
か
っ

た
祭
神
名
も
、
記
紀
神
話
に
登
場
す
る
木こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め

花
開
邪
姫
・
塩し
お
つ
ち
の
お
じ

土
老
翁 

と
明
記

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。

と
も
あ
れ
、『
張
州
府
志
』
の
比
定
通
り
、
生
路
の
氏
神
が
古
代
の
伊

具
智
天
神
だ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
が
、
少
な
く
と
も
中
世
後
期
か
ら
近

世
中
期
に
か
け
て
、
同
地
の
氏
神
は
「
八
釼
大
明
神
」「
八
釼
宮
」
で
あ
っ

た
。
万
里
集
九
が
「
蓬
州
、
常
照
菴
、
薬
樹
、
諸
詩
之
序
」
を
作
っ
た
延

徳
三
年
（
一
四
九
一
）
頃
、「
生
道
郷
」
に
居
住
す
る
「
道
俗
等
」
の
住

民
が
信
仰
す
る
神
社
は
、「
八
釼
大
明
神
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
祭
神
と
し
て
の
日
本
武
尊

と
こ
ろ
で
、「
生
道
郷
」
と
い
う
地
名
は
、正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
の
「
熱

田
神
宮
神
領
別
納
等
注
進
状
案
写
」
と
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
の
「
熱

田
神
宮
一
円
神
領
目
録
」
に
現
れ
る
。
い
ず
れ
も
熱
田
神
宮
の
所
領
を
書

き
上
げ
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
智
多
郡
」
の
中
に
「
生
道
郷
」
の
記
載

が
あ
る
［
東
浦
町
誌
編
さ
ん
委
員
会　

二
〇
〇
三　

二
七
八
︱
二
八
四
］ 

。

当
時
、
生
路
は
熱
田
神
宮
の
神
領
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
で
、
熱
田
神
宮

の
別
宮
と
し
て
知
ら
れ
る
八
は
っ
け
ん
ぐ
う
／
や
つ
る
ぎ
の
み
や

剣

宮
を
生
路
に
祀
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。「
別
宮
」
と
は
、「
本
宮
」
に
対
し
て
別
に
新
た
に
設
け
ら
れ

た
神
社
を
い
い
、
一
般
的
に
は
本
宮
と
本
末
の
関
係
に
あ
る
。
熱
田
神
宮

の
場
合
、
境
内
の
奥
に
鎮
ま
る
本
宮
に
対
し
て
、
境
内
入
口
近
く
の
西
側

に
、
別
宮
の
八
剣
宮
が
鎮
座
す
る
。

現
在
、
熱
田
神
宮
の
別
宮
八
剣
宮
の
祭
神
は
本
宮
と
同
じ
と
さ
れ
て
い

る
。
が
、中
世
以
来
の
縁
起
や
由
緒
類
を
み
る
と
、祭
神
に
は
諸
説
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
本
宮
同
様
、
日
本
武
尊
が
携
行
し
た
草
薙
剣
、
す
な
わ
ち
素

戔
鳴
尊
が
八
岐
大
蛇
の
尾
か
ら
得
た
剣
と
い
う
の
が
、
基
本
で
あ
る
（
た
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と
え
ば
、
一
一
六
〇
︱
六
五
年
頃
の
「
熱
田
明
神
講
式
」［
熱
田
神
宮
宮

庁　

二
〇
〇
二　

二
四
︱
二
五
］、
南
北
朝
︱
室
町
前
半
の
口
伝
録
「
熱
田

太
神
宮
秘
密
百
録
」［
熱
田
神
宮
宮
庁　

二
〇
〇
二　

五
六
］
等
）。
さ
ら

に
、
草
薙
剣
が
新
羅
僧
の
道
行
に
盗
ま
れ
、
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
に
熱

田
に
戻
っ
た
際
、
七
剣
を
加
え
て
八
剣
宮
に
祀
っ
た
と
い
う
伝
承
も
あ
る

（
一
五
二
五
年
の
写
本
「
神
仙
秘
訣
集
」［
熱
田
神
宮
宮
庁　

二
〇
〇
二　

一
〇
八
］
等
）。
こ
の
祭
神
を
、
人
格
を
持
つ
神
と
想
定
す
る
場
合
、
剣

の
持
ち
主
の
日
本
武
尊
を
も
っ
て
祭
神
と
み
な
し
て
い
た
ら
し
い
。
天
正

十
八
年
（
一
五
九
〇
）、
秀
吉
の
小
田
原
征
伐
に
随
っ
た
細
川
幽
斎
の
紀

行
『
東
国
陣
道
記
』
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

二
月
廿
九
日
。
尾
州
熱
田
に
居
陣
。
社
務
惣
検
校
の
家
に
と
ま
り
け

る
に
。
あ
る
じ
ま
た
社
僧
宝
蔵
坊
出
ら
れ
て
雑
談
の
次
。
当
社
の
内
。

八
剱
宮
は
日
本
武
尊
た
る
の
よ
し
物
語
あ
り
て
後
。
発
句
望
あ
り
け
れ

ば
（
後
略
）［
塙　

一
九
五
九　

七
六
五
］。

　

近
現
代
の
デ
ー
タ
に
な
る
が
、
八
剣
宮
の
分
社
は
愛
知
・
岐
阜
両
県
を

中
心
に
祀
ら
れ
、
そ
の
祭
神
は
日
本
武
尊
と
い
う
神
社
が
圧
倒
的
に
多
い

と
い
う
［
吉
田　

一
九
九
八　

一
七
］。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
推
定
し
て
、
生
道
郷
の
八
釼
大
明
神
の
場
合
も
、

草
薙
剣
か
日
本
武
尊
を
祭
神
と
し
て
い
た
。
そ
う
し
て
、
特
に
そ
れ
を
人

格
神
と
す
る
場
合
、
祭
神
に
は
日
本
武
尊
が
想
起
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
、

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
方
、「
蓬
州
、
常
照
菴
、
薬
樹
、
諸
詩
之
序
」

に
記
さ
れ
た
伝
説
の
主
人
公
は
日
本
武
尊
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
伝
説
の
主
人
公
は
、
同
じ
郷
の
住
民
が
信
仰
す
る
、
神
社
の
祭
神
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
生
路
井
の
伝
説
は
、
中
世
に
は
、
郷
の

守
護
神
が
湧
き
出
さ
せ
た
と
い
う
、
地
域
の
湧
水
の
起
源
譚
だ
っ
た
。「
杖

立
清
水
」
は
、
神
を
主
人
公
と
し
た
物
語
、
す
な
わ
ち
神
話
の
話
型
だ
っ

た
の
で
あ
る
（
６
）。

四
、
弘
法
大
師
説
の
背
景

（
一
）『
張
州
府
志
』
の
弘
法
大
師
伝
承

　

そ
れ
で
は
、『
張
州
府
志
』
が
記
す
「
俗
に
弘
法
の
鑿
つ
所
」
と
い
う
類

話
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
。
現
在
、
知
多
半
島
で
は
、
弘

法
大
師
ゆ
か
り
の
霊
場
を
め
ぐ
る
巡
礼
が
盛
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

霊
場
め
ぐ
り
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
古
見
（
知
多
市
）
の
妙
楽

寺
の
亮
山
和
尚
が
発
願
し
た
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
新
四
国
八
十
八
ヶ
所

の
完
成
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
こ
と
で
あ
る
［
南
知
多
町
誌
編
さ

ん
委
員
会　

一
九
九
一　

八
五
二
︱
八
五
三
］。
一
方
、『
張
州
府
志
』
の
成

立
は
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
で
、
一
部
の
補
訂
も
寛
政
年
間
（
一
七
八
九

︱
一
八
〇
一
）
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
知
多
半
島
の
弘
法
信
仰
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
な
に
よ
り
も
、
ま
ず
『
張
州
府
志
』
そ
の
も
の
に

訊
ね
て
み
よ
う
。
同
書
の
「
智
多
郡
」
の
巻
（
第
二
十
七
︱
三
十
）
か
ら
、

生
路
井
以
外
の
弘
法
大
師
伝
承
を
拾
う
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

岩
屋
寺
の
奧
院　

天
台
宗
（
当
時
）。
岩
屋
寺
村
（
南
知
多
町
山
海
）。

弘
法
大
師
が
観
音
の
霊
蹟
と
し
て
開
い
た
と
い
う
［
愛
知
県
郷
土
資
料
刊

行
会　

一
九
七
四　

七
五
〇
］。
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医
王
寺
の
明
星
井
（
明
星
水
）　

真
言
宗
。
大
井
村
（
南
知
多
町
大

井
）。
弘
法
大
師
が
護
摩
を
修
し
た
と
い
う
［
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会

　

一
九
七
四　

七
一
五
、七
五
六
］。

持
宝
院
の
躍
清
水　

真
言
宗
。
馬
場
村
（
南
知
多
町
内
海
）。
弘
法
大

師
の
加
持
で
水
が
出
た
と
い
う
［
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会　

一
九
七
四

　

七
五
七
］。

以
上
、
三
件
だ
け
だ
が
、
当
時
の
主
だ
っ
た
伝
承
は
記
載
さ
れ
て
い
る

だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
知
多
半
島
南
部
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
岩

屋
寺
の
伝
承
は
注
目
さ
れ
る
。

（
二
）
岩
屋
寺
の
弘
法
大
師
と
楊
貴
妃
伝
承

大
慈
山
岩
屋
寺
は
千
眼
光
寺
と
も
い
い
、
千
手
観
音
菩
薩
を
本
尊
と
す

る
。
行
基
の
開
創
と
伝
え
る
古
寺
だ
が
、
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）、
火

災
に
あ
っ
て
建
物
・
記
録
等
を
す
べ
て
失
っ
た
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）

に
も
九
鬼
氏
に
火
を
か
け
ら
れ
た
が
、
近
世
、
徳
川
氏
の
祈
願
所
に
な
っ

て
再
び
隆
盛
し
た
。
同
寺
に
関
し
て
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
序
の
地

誌
『
張
州
雑
志
』
に
比
較
的
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、『
張

州
府
志
』
に
近
い
頃
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
［
愛
知
県
郷
土
資
料

刊
行
会　

一
九
七
五　

五
〇
︱
七
四
］。
同
書
が
参
照
す
る
「
寺
記
」
に

よ
る
と
、
本
尊
の
観
音
菩
薩
は
「
唐
ノ
玄
宗
皇
帝
ノ
后
、
楊
貴
妃
ノ
守
リ

本
尊
」
だ
っ
た
。
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）、
当
郡
の
須
佐
の
海
で
毎
夜
光

明
が
あ
り
、
漁
網
で
引
き
上
げ
る
と
、
こ
の
尊
像
が
入
っ
て
い
た
。
そ
れ

を
民
家
に
安
置
し
た
と
こ
ろ
、
数
度
の
霊
瑞
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
堂
宇

を
建
て
、
行
基
菩
薩
を
導
師
と
し
て
草
創
の
供
養
を
し
た
と
い
う
。
岩
屋

寺
に
は
、
ほ
か
に
も
興
味
深
い
伝
承
が
多
い
が
、
弘
法
大
師
に
し
ぼ
っ
て

簡
単
に
概
観
し
た
い
。

『
張
州
雑
志
』
に
よ
る
と
、同
寺
は
「
弘
法
大
師
修
行
ノ
地
也
」
と
い
う
。

そ
の
什
物
を
列
挙
し
た
中
に
、弘
法
作
の
「
阿
弥
陀
ノ
土
像
」「
不
動
明
王
」

「
土
五
輪
」、
弘
法
筆
の
「
九
体
仏
絵
」「
紺
紙
曼
陀
羅
」
が
あ
る
。
奥
院

に
巨
岩
が
あ
り
、「
弘
法
大
師
此
所
ニ
於
テ
護
摩
ヲ
修
ス
ト
云
。
地
蔵
ノ

石
像
ア
リ
則
大
師
ノ
所
造
ト
云
伝
フ
」
と
い
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
『
張

州
雑
志
』
が
写
し
た
岩
屋
寺
の
縁
起
「
大
慈
山
巖
窟
寺
儀
軌
」
で
あ
る
。

表
題
の
下
に
「
金
剛
遍
照
撰
」
と
あ
り
、
金
剛
遍
照
つ
ま
り
弘
法
大
師
空

海
の
作
と
さ
れ
る
。
奥
書
に
は
「
天
長
八
年
歳
次
九
月
廿
七
日　

空
海
敬

白
／
号
玉
妣
真
院

陽
貴
妣
御
名
／
萬
治
二
己
亥
年
正
月
吉
日
／
願
主
／
湯
殿
山
一
世
別
行
法

院
安
海
」
と
あ
る
（
７
）。

縁
起
を
瞥
見
す
る
と
、
難
解
な
表
現
が
あ
る
上
、
大
変
奇
妙
な
内
容
で
、

岩
屋
寺
の
千
眼
大
悲
観
世
音
菩
薩
は「
陽
貴
妣
ノ
御
弟
、用
黒
中
ノ
御
持
尊
」

で
、「
大
聖
文
殊
ノ
御
作
」
で
あ
っ
て
、「
天
照
太
神
宮
ノ
第
三
ノ
御
妣ヒ
メ娘

、

蓬
莱
不
死
宮
ノ
主
ア
ル
シ

田タ
コ
リ
ノ
ヒ
メ

始
殖
姫
、
三
津
穂
ノ
姫
ト
号
シ
奉
リ
、
熱
田
第
三
ノ

宮
ニ
テ
座
ス
」
神
が
、
衆
生
済
度
の
た
め
「
大
唐
長
安
城
ニ
於
テ
、
陽
貴

妣
ト
生
」
れ
た
と
い
う
。
残
念
な
が
ら
、
よ
く
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
が

多
い
の
だ
が
、
と
も
か
く
陽
貴
妣
は
安
禄
山
の
変
の
後
、
千
手
千
眼
観
世

音
の
神
力
で
車
に
乗
っ
て
海
を
渡
り
、
蓬
莱
不
死
宮
、
す
な
わ
ち
熱
田
の

第
三
宮
に
至
る
。
そ
し
て
、車
と
と
も
に
や
っ
て
き
た
牛（
霊
亀
に
変
じ
る
）

は
熱
田
神
宮
の
「
海
蔵
門
ノ
内
」
の
「
清
水
ノ
神
」
に
な
り
、
同
じ
く
琴
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は
「
正
殿
ノ
相
殿
ノ
神
」
に
な
り
、
剣
は
「
八
剣
宮
ノ
一
ノ
御
殿
」
に
あ

る
と
い
う
。
三
津
穂
ノ
姫
（
陽
貴
妣
）
を
漢
土
か
ら
引
導
し
て
き
た
観
世

音
菩
薩
は
、「
須
佐
ノ
浦
」
で
、
日
夜
、
光
を
放
ち
、
拾
わ
れ
て
民
家
に
安

置
さ
れ
て
い
た
が
、「
藤
嶋
ノ
池
」
で
天
女
の
お
告
げ
が
あ
り
、
霊
亀
元
年
、

付
近
に
「
千
眼
光
寺
巌
屋
寺
」
が
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
用
黒
中
も
観

音
の
力
で
雲
に
乗
り
、
蓬
莱
不
死
宮
に
来
て
熱
田
第
三
の
宮
に
会
い
、
天

照
太
神
宮
に
頭
を
撫
で
ら
れ
「
不
ワ
カ
ヤ
カ
ナ
ル
タ
マ
シ
イ

死
白
蛇
」
を
現
し
た
。
こ
れ
が
「
羽

束
崎
ノ
大
明
神
」
で
「
岩
屋
寺
守
護
ノ
霊
神
」
で
あ
る
。
そ
し
て
空
海
が

「
法
行
ノ
功
ヲ
積
ン
カ
為
、
参
籠
シ
奉
ル
所
ニ
、
熱
田
大
神
宮
ノ
勅
託
ヲ
蒙

ル
ニ
依
テ
、
千
眼
光
寺
ノ
本
山
ニ
百
日
籠
リ
奉
リ
、
利
生
ニ
仍
テ
此
ノ
表

白
ヲ
得
テ
、
神
鏡
広
博
記
ノ
十
巻
中
ニ
之
ヲ
納
ム
」
と
結
ん
で
い
る
。

以
上
、
ご
く
簡
単
に
概
要
を
記
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
弘
法

大
師
作
と
い
う
縁
起
が
、
熱
田
神
宮
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
う
か

が
え
よ
う
。
熱
田
は
古
く
か
ら
蓬
莱
に
擬
せ
ら
れ
、
楊
貴
妃
が
来
た
所
と

さ
れ
て
き
た
。
熱
田
の
楊
貴
妃
伝
説
を
概
観
し
た
福
岡
猛
志
「
熱
田
社
と

そ
の
信
仰
」
に
よ
る
と
、
熱
田
と
楊
貴
妃
の
結
び
つ
き
は
、
少
な
く
と
も

鎌
倉
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
ま
た
、
玄
宗
皇
帝
が
日
本
を
攻
め
よ
う
と

し
た
時
、
熱
田
の
神
が
日
本
を
守
る
た
め
、
楊
貴
妃
と
な
っ
て
玄
宗
皇
帝

を
た
ぶ
ら
か
し
た
。
そ
う
い
う
俗
説
が
、
中
世
以
来
の
長
恨
歌
の
注
釈
書

か
ら
広
ま
っ
て
い
る
［
福
岡　

一
九
九
二　

七
七
︱
八
六
］。
岩
屋
寺
の

縁
起
に
、
中
国
と
日
本
が
敵
対
す
る
く
だ
り
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か

し
、
熱
田
の
神
が
楊
貴
妃
に
な
る
と
い
う
設
定
は
、
こ
う
し
た
俗
説
の
系

譜
を
ひ
く
も
の
だ
ろ
う
。『
新
修
名
古
屋
市
史
』
は
、
こ
の
よ
う
な
楊
貴

妃
に
関
わ
る
物
語
は
熱
田
社
内
で
創
作
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い

か
、
と
記
し
て
い
る
［
新
修
名
古
屋
市
史
編
集
委
員
会　

一
九
九
九　

三
四
一
］。
少
な
く
と
も
、
楊
貴
妃
伝
説
の
伝
承
や
広
ま
り
に
関
し
、
熱

田
神
宮
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

（
三
）
熱
田
神
宮
と
弘
法
大
師

　

熱
田
神
宮
に
は
、
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
弘
法
大
師
空
海
の
伝
承
が
あ

る
。
近
代
よ
り
以
前
、
熱
田
に
は
神
宮
寺
が
あ
り
、
本
地
垂
迹
説
が
唱
え

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
神
宮
寺
は
、
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
ま
で
真
言
宗

だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
室
町
頃
、
天
台
に
な
っ
た
ら
し
い
。
後
世
の
記
載
で

は
、
天
台
宗
如
法
院
が
座
主
と
し
て
神
宮
寺
を
監
督
し
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
将
軍
綱
吉
に
よ
る
再
建
以
降
、

そ
の
請
願
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
再
び
真
言
宗
と
な
り
、
新
た
に
設

け
ら
れ
た
医
王
院
が
学
頭
と
な
っ
て
神
宮
寺
を
支
配
し
た
［
新
修
名
古
屋

市
史
編
集
委
員
会　

一
九
九
八　

三
三
七
︱
三
三
八
。
同　

一
九
九
九　

三
九
六
、七
七
三
］。
こ
う
し
た
神
仏
混
淆
の
世
界
に
、
弘
法
大
師
伝
承
が

伝
わ
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
熱
田
神
宮
の
縁
起
や
由
緒
類
か
ら
そ
れ
ら
を

拾
う
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

海
蔵
門
の
扁
額　

空
海
の
筆
と
い
う
。
南
北
朝
︱
室
町
前
半
の
口

伝
録
「
熱
田
太
神
宮
秘
密
百
録
」［
熱
田
神
宮
宮
庁　

二
〇
〇
二　

五
九
］、
一
六
四
五
年
の
写
本
「
熱
田
太
神
宮
神
体
伝
記
」［
熱
田
神
宮
宮

庁　

二
〇
〇
二　

一
五
七
］
等
。

最
澄
・
空
海
の
七
日
間
の
問
答　
「
熱
田
太
神
宮
秘
密
百
録
」［
熱
田
神
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宮
宮
庁　

二
〇
〇
二　

四
〇
︱
四
一
］、
一
六
九
九
年
成
立
の
「
熱
田
宮
旧

記
」［
熱
田
神
宮
宮
庁　

二
〇
〇
二　

二
二
〇
］
等
。

本
宮
の
東
北
隅
の
龍
神
祠
と
清
水　

空
海
が
神
泉
苑
で
雨
乞
い
を
し
た

際
の
龍
王
が
飛
来
し
た
と
い
う
。「
熱
田
太
神
宮
神
体
伝
記
」［
熱
田
神
宮

宮
庁　

二
〇
〇
二　

一
五
六
］
等
。
な
お
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
二
）

の
『
尾
張
名
所
図
会
』
巻
之
三
が
掲
げ
る
神
宮
の
境
内
図
を
み
る
と
、「
龍

神
」
の
祠
の
東
の
崖
下
の
祠
に
「
清
水
社
」
の
表
示
が
あ
り
、
そ
の
東
の

水
溜
り
に
「
弘
法
清
水
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
「
清し
み
づ水

祠
」
の
説

明
は
「
龍
神
祠
の
う
し
ろ
に
あ
り
。
祭
神
罔み
つ
は
の
め
の
か
み

象
女
神
。
傍
か
た
は
らに

清
泉
湧
き

出
る
故
社
号
と
す
。
俗
に
御み
た
ら
し

手
洗
と
称
し
、
ま
た
弘
法
の
清
水
と
も
い
ふ

［
林　

一
九
八
四　

九
〇
、九
二
］。」

八
剣
宮
の
本
地
不
動　

空
海
の
作
と
い
う
。「
熱
田
太
神
宮
神
体
伝
記
」

［
熱
田
神
宮
宮
庁　

二
〇
〇
二　

一
五
八
］
等
。

海
蔵
門
前
の
腰
掛
石
と
神
宮
寺
東
門
前
の
沓
石　

昔
、
神
社
内
へ
の

僧
の
出
入
り
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
頃
、
入
ろ
う
と
し
て
制
さ
れ
た
空
海
が

怒
っ
て
投
げ
た
沓
の
跡
が
沓
石
。
そ
の
時
、
空
海
が
腰
掛
け
た
石
が
腰
掛

石
で
あ
る
。
空
海
は
天
皇
に
奏
上
し
て
御
製
の
歌
を
持
参
し
、
そ
れ
を
示

し
て
門
内
に
入
る
の
を
許
さ
れ
た
と
い
う
「
熱
田
宮
旧
記
」［
熱
田
神
宮

宮
庁　

二
〇
〇
二　

二
一
九
︱
二
二
〇
］
等
。

そ
の
ほ
か
、
か
つ
て
の
神
宮
寺
の
東
門
前
に
あ
た
る
場
所
に
、

弘
法
大
師
の
お
手
植
え
と
い
う「
大
楠
」が
今
も
残
る〈
写
真
3
〉。

こ
う
し
た
弘
法
大
師
の
伝
承
が
岩
屋
寺
に
及
び
、
さ
ら
に
知

多
半
島
南
部
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
推
測
さ
れ
る
。
同

様
な
事
態
は
、
生
路
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

（
四
）
近
世
の
生
路
村
と
熱
田
神
宮

　

中
世
、
熱
田
神
宮
の
神
領
だ
っ
た
生
道
郷
は
、
戦
国
時
代
に

知
多
半
島
を
支
配
し
た
水
野
氏
の
所
領
に
な
る
。
さ
ら
に
近
世

に
な
る
と
尾
張
徳
川
家
の
藩
領
に
な
っ
た
。
当
然
、
生
路
と
神

宮
と
の
結
び
つ
き
は
弱
ま
り
、
氏
神
の
祭
神
が
熱
田
の
八
剣
宮

と
同
じ
で
あ
る
必
然
性
も
薄
ま
っ
た
は
ず
で
あ
る
。と
は
い
え
、

神
社
の
名
称
を
は
じ
め
、か
つ
て
の
つ
な
が
り
の
痕
跡
は
残
り
、

〈写真 3〉熱田神宮の弘法大師手植えの「大楠」
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ま
た
、
熱
田
神
宮
は
濃
尾
地
方
の
有
名
大
社
で
あ
る
か
ら
、
な
ん
ら
か
の

関
係
は
保
た
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

近
世
後
期
の
も
の
だ
が
、
伊
久
智
神
社
に
「
村
方
雨
後
（
乞
）覚

帳
」
と
い

う
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
か
ら
文
久
四
年

（
一
八
六
四
）
ま
で
の
雨
乞
い
の
記
録
で
、
こ
の
間
、
氏
神
に
四
〇
回
、

竜
神
に
一
九
回
、
多
度
神
神
社
に
九
回
、
猿
投
神
社
に
一
九
回
、
そ
し
て

熱
田
神
宮
に
六
回
の
祈
祷
を
行
っ
て
い
る
［
東
浦
町
誌
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
八　

九
四
三
］。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
に
も
、
信
仰
を
介
し
た
熱

田
と
生
路
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
神
宮
寺
を
中
心
と
し
た
弘
法
大
師
伝
承

が
生
路
に
届
く
回
路
が
あ
っ
た
。
知
多
半
島
南
部
の
寺
院
と
同
様
、
そ
れ

が
生
路
井
の
伝
説
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

だ
が
、
い
つ
、
な
ぜ
、
伝
説
の
主
人
公
が
日
本
武
尊
か
ら
弘
法
大
師
と

も
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
点
は
ま
だ
十
分
な
解
明
が
で
き
な

い（
８
）。

た
だ
、
熱
田
の
神
宮
寺
の
近
世
の
歴
史
を
眺
め
て
み
る
と
、『
張
州

府
志
』
成
立
の
約
五
十
年
前
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
、
荒
廃
し

て
い
た
神
宮
寺
が
再
建
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
、再
建
に
功
績
の
あ
っ

た
真
言
宗
が
再
び
神
宮
寺
を
支
配
す
る
。
こ
う
し
た
出
来
事
が
目
に
と
ま

る
。
真
言
宗
開
祖
の
弘
法
大
師
の
伝
承
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
る
の
は
、
こ

ん
な
機
会
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
成
立
年
は
不
明
だ
が
、「
熱
田
大
神
宮
奥
之
院
愛
染
明
王

并
弘
法
大
師
之
略
縁
起
」
と
い
う
近
世
の
木
版
刷
の
縁
起
が
あ
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
弘
法
大
師
は
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）、
嵯
峨
天
皇
の
勅
命

で
熱
田
神
宮
に
奥
之
院
を
開
き
、
本
地
仏
の
愛
染
明
王
像
と
自
ら
の
肖
像

を
作
っ
て
納
め
た
。
そ
の
修
法
の
際
、
大
師
が
閼
伽
水
を
汲
ん
だ
清
水
が

神
宮
の
丑
寅
（
東
北
）
に
今
も
残
り
、
水
は
眼
病
に
効
く
。
ま
た
、
清
水

の
傍
ら
に
勧
請
さ
れ
た
善
女
龍
王
は
雨
乞
い
に
霊
験
が
あ
る
。
さ
ら
に
大

師
は
八
剣
宮
の
本
地
不
動
明
王
を
造
立
し
、
七
か
所
に
楠
（
楠
）
を
植
え
、

九
か
所
に
井
戸
を
掘
る
な
ど
し
た
。
そ
の
後
、
奥
の
院
は
荒
廃
し
、
愛
染

明
王
像
と
弘
法
大
師
像
は
他
所
に
預
け
ら
れ
て
い
た
が
、
元
禄
十
六
年
の

神
宮
寺
再
建
に
際
し
て
愛
染
院
が
建
立
さ
れ
、先
の
両
像
が
引
き
取
ら
れ
、

こ
こ
に
祀
ら
れ
た
。
以
下
、
愛
染
明
王
の
功
徳
を
縷
々
説
い
た
後
、
最
後

に
明
王
の
縁
日
を
記
し
て
縁
起
は
終
わ
る［
熱
田
神
宮
宮
庁　

二
〇
〇
二　

三
三
二
︱
三
三
四
］。

こ
う
し
た
記
載
ぶ
り
を
み
る
と
、
熱
田
に
お
け
る
弘
法
大
師
関
係
の
事

績
を
ふ
り
か
え
る
時
、
元
禄
の
神
宮
寺
再
建
が
時
代
の
画
期
、
す
な
わ
ち

当
世
の
始
ま
り
で
あ
っ
て
、
同
時
に
そ
れ
が
回
顧
の
出
発
点
で
も
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
事
績
の
内
容
に
関
し
て
も
、
大
師
の

閼
伽
水
だ
っ
た
と
い
う
清
水
の
存
在
、
そ
の
傍
ら
の
龍
王
社
に
対
す
る
雨

乞
い
祈
願
、
さ
ら
に
、
大
師
が
井
戸
を
九
か
所
に
掘
っ
た
と
い
う
伝
承
な

ど
、
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
尾
張
藩
の
地
誌
編
纂
事
業
は
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
の
藩

命
で
始
ま
り
、
紆
余
曲
折
を
へ
て
宝
暦
二
年
（
一
七
五
三
）
の
『
張
州
府

志
』
に
結
実
す
る
。
そ
の
主
な
編
者
で
あ
っ
た
松
平
君
山
は
、
寛
延
二
年

（
一
七
四
九
）、
古
跡
調
査
に
生
路
村
の
八
剣
大
明
神
を
訪
れ
て
い
る
［
東

浦
町
誌
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
八　

二
六
八
］。
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五
、「
杖
立
清
水
」
の
語
る
歴
史

　
　

―
話
型
の
境
遇
か
ら
う
か
が
え
る
も
の
―

以
上
、
生
路
井
の
「
杖
立
清
水
」
伝
説
の
歴
史
を
素
描
し
た
。「
伝
説

の
歴
史
」
と
い
う
表
現
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
な
ら
、
話
型
が
ど
の
よ
う
な

脈
絡
で
伝
説
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
境
遇
の
歴
史
、
あ
る

い
は
歴
史
の
各
断
面
と
い
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
話

型
を
い
わ
ば
物
差
し
に
使
い
、
そ
の
伝
説
を
伝
え
る
地
域
や
時
代
の
特
徴

を
、
な
ん
と
か
浮
き
彫
り
に
で
き
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

生
路
井
の
「
杖
立
清
水
」
は
、
生
道
郷
が
熱
田
神
宮
の
神
領
だ
っ
た
中

世
に
お
い
て
は
、
神
宮
と
同
じ
神
の
恩
寵
を
物
語
る
、
郷
の
祭
神
の
神
話

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
生
路
は
神
領
で
な
く
な
り
、
尾
張
藩
領
と
な
っ
て

い
た
近
世
の
中
頃
、「
杖
立
清
水
」
は
高
僧
の
奇
蹟
譚
と
し
て
姿
を
現
す
。

こ
れ
に
は
熱
田
の
神
宮
寺
の
影
響
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
に
ま
た
、
祭

神
が
熱
田
と
同
じ
で
あ
る
必
然
性
も
、
こ
の
頃
に
は
薄
ま
っ
て
い
た
。
そ

し
て
、
近
世
後
期
に
な
る
と
、
中
世
の
神
社
の
権
威
は
す
で
に
衰
え
、
氏

神
の
社
名
は
『
国
内
神
名
帳
』
記
載
の
も
の
に
変
更
さ
れ
る
。
祭
神
も
、

熱
田
と
は
無
関
係
な
記
紀
の
神
々
が
選
ば
れ
た
。
そ
の
結
果
、
中
世
の
祭

神
は
忘
れ
ら
れ
、「
杖
立
清
水
」
は
、
む
し
ろ
古
代
の
英
雄
、
つ
ま
り
人

間
の
逸
話
に
な
っ
て
い
く
。
主
人
公
は
神
で
は
な
く
、
皇
室
に
つ
な
が
る

人
物
と
し
て
顕
彰
さ
れ
、
さ
ら
に
「
杖
立
清
水
」
が
語
る
涌
水
の
神
秘
や

超
自
然
性
も
弱
ま
っ
た
。
た
と
え
ば
教
育
委
員
会
に
よ
る
説
明
板
の
伝
説

は
、
そ
う
し
た
最
後
の
段
階
の
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

生
路
井
は
、
湧
水
が
酒
造
り
に
も
利
用
さ
れ
た
。『
張
州
雑
志
』
に
「
亀

井
／
是
生
道
ノ
井
也
。
生
路
明
神
ノ
社
ノ
辺
ニ
有
シ
。
原
田
某
、
此
井
水

ヲ
以
酒
ヲ
製
、
其
味
美
シ
故
ニ
里
民
亀
屋
酒
珍
セ
シ
カ
、
水
涸
テ
後
、
亦

不
製
ト
ナ
ン 

［
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会　

一
九
七
五　

六
一
三
］ 

」
と

あ
る
。
現
在
も
井
戸
の
東
で
原
田
酒
造
が
酒
造
業
を
営
み
、銘
酒「
生
道
井
」

は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
創
業
以
来
の
も
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
生
路
井
の
伝
説
は
、
地
域
の
産
物
の
銘
柄
と
し
て
も
展
開
す
る
。

「
杖
立
清
水
」
の
境
遇
に
関
し
て
は
、
大
変
興
味
深
い
伝
承
が
、
同
じ

東
浦
町
内
に
あ
る
。
生
路
井
よ
り
約
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
、
町
の
中

心
地
の
緒
川
に
乾け
ん
こ
ん坤

院
と
い
う
曹
洞
宗
寺
院
が
あ
る
。
乾
坤
院
は
、
知
多

半
島
や
西
三
河
へ
の
曹
洞
宗
の
布
教
の
拠
点
で
、
生
路
の
常
照
庵
、
神
後

庵
も
同
寺
の
末
寺
だ
っ
た
。
建
立
は
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）。
実
質
的

な
開
山
は
二
世
の
逆
ぎ
ゃ
く
お
う
そ
う
じ
ゅ
ん

翁
宗
順
（
一
四
三
三
︱
一
四
八
八
）
で
あ
る
。
そ

の
伝
記
を
記
し
た
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
の
「
乾
坤
開
山
二
世
三
世
禅

師
伝
」
に
よ
る
と
、
寺
が
水
不
足
で
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
宗
順
が
庭
の

崖
下
に
杖
を
つ
き
立
て
る
と
、
た
ち
ま
ち
よ
い
水
が
湧
き
出
し
た
。
こ
れ

を
「
卓
杖
泉
」
と
呼
び
、
い
か
な
る
旱
魃
で
も
涸
れ
な
い
、
と
い
う
［
東

浦
町
誌
編
さ
ん
委
員
会　

二
〇
〇
四　

三
六
九
］。

こ
れ
も
ひ
と
つ
の
「
杖
立
清
水
」
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
興
味
深
い
の

は
「
卓
杖
泉
」
の
名
称
で
あ
る
。
中
国
広
東
省
韶
関
市
の
南
華
寺
に
「
卓

錫
泉
」
と
い
う
泉
が
あ
る
。
同
寺
は
中
国
禅
宗
の
第
六
祖
慧え
の
う能

（
六
三
八

︱
七
一
三
）
が
南
宗
禅
法
を
広
め
た
所
で
、「
卓
錫
泉
」
は
慧
能
が
卓
錫
、
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つ
ま
り
錫
杖
を
つ
き
立
て
る
と
湧
き
出
し
た
泉
だ
と
い
う
。
曹
洞
宗
の
法

脈
は
慧
能
に
始
ま
り
、
泉
に
は
有
名
な
蘇
東
坡
（
一
〇
一
七
︱
一
一
〇
一
）

の
「
卓
錫
泉
銘
」
が
そ
な
わ
る
［
張
ほ
か　

二
〇
一
〇　

二
一
四
四
︱

二
一
四
八
］。
宗
順
の
「
卓
杖
泉
」
は
そ
れ
へ
の
見
立
て
で
あ
り
、
こ
こ
に

在
来
の
「
杖
立
清
水
」
と
、
中
国
の
仏
教
故
事
と
の
結
び
つ
き
が
あ
る
（
９
）。

注（
1
） 

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
い
ち
早
く
日
本
の
伝
説
を
分
類
し
た
高

木
敏
雄
『
日
本
伝
説
集
』
の
「
内
容
分
類
総
目
次
」
は
、
こ
の
伝

説
を
「
縁
起
伝
説
第
十
八
（
丙
）
湧
泉
伝
説　

古
市
の
井
戸
［
逆

式
水
無
瀬
伝
説
○
霊
杖
モ
ー
チ
ー
フ
］」
と
い
う
項
目
に
収
め
る
。

こ
れ
を
「
杖
立
（
て
）
清
水
」
の
名
で
呼
ぶ
の
が
柳
田
國
男
『
日

本
の
伝
説
』（
一
九
二
九
）と『
民
俗
学
辞
典
』（
一
九
五
一
）で
あ
る
。

「
弘
法
水
」
と
す
る
の
が
『
日
本
伝
説
名
彙
』（
一
九
五
〇
）
と
『
日

本
昔
話
事
典
』（
一
九
七
七
）。「
弘
法
清
水
」
が
『
日
本
民
俗
事
典
』

（
一
九
七
二
）、『
日
本
伝
説
大
系
』
の
「
日
本
伝
説
大
系
話
形
要
約
」

（
一
九
九
〇
）、『
日
本
民
俗
大
辞
典
』（
二
〇
〇
〇
）
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
「
弘
法
水
」「
弘
法
清
水
」
の
話
型
名
が
有
力
だ
が
、
本

稿
は
伝
説
の
主
人
公
の
変
化
に
関
わ
る
議
論
を
行
う
。
そ
の
た
め
、

主
人
公
が
弘
法
大
師
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る
名
前
を
避
け
、

「
杖
立
清
水
」
を
用
い
る
。

（
2
） 

日
本
武
尊
は
第
十
二
代
景
行
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
。彼
の
活
動
は『
古

事
記
』『
日
本
書
紀
』
か
ら
う
か
が
う
し
か
な
い
が
、
そ
の
時
代
は
、

こ
れ
ら
の
編
纂
を
命
じ
た
第
四
十
代
天
武
天
皇
の
時
代
と
も
相
当

離
れ
て
い
る
。
日
本
武
尊
の
来
訪
地
に
つ
い
て
も
、
主
要
な
地
名

を
記
す
だ
け
で
、「
生
路
」に
比
定
で
き
る
記
載
は
な
い
。
な
か
に
は
、

記
紀
の
地
名
の
間
を
、
各
地
に
伝
わ
る
日
本
武
尊
の
伝
説
で
埋
め
、

そ
れ
ら
を
つ
な
い
で
旅
の
ル
ー
ト
を
つ
く
り
、
そ
れ
が
可
能
な
こ

と
に
よ
っ
て
来
訪
を
事
実
と
す
る
考
証
も
あ
る
。
筆
者
に
は
、
結

論
が
前
提
に
含
ま
れ
た
論
証
の
よ
う
に
思
え
る
の
で
、
こ
の
立
場

は
と
ら
な
い
。

（
3
） 『
古
文
書
に
見
る
近
世
の
東
浦
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）「
英
比
庄
生
路
村
」
の
村
絵
図
を
見
る
と
、
今
と
同

じ
位
置
に「
生
路
井
」の
文
字
と
井
桁
の
記
号
が
記
さ
れ
て
い
る［
東

浦
町
教
育
委
員
会　

一
九
九
一　

三
三
︱
三
四
］。

（
4
） 

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
か
ら
の
尾
張
藩
の
地
誌
編
纂
に
携

わ
っ
た
天
野
信
景
は
、
同
十
二
年
に
『
参
考
本
国
帳
』、
宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）
に
『
尾
陽
神
名
帳
集
説
』
を
著
し
て
尾
張
の
国
内
神

名
帳
を
校
訂
し
、
祭
神
・
所
在
地
等
を
考
証
し
た
。
そ
の
な
か
で

伊
具
智
神
社
（
伊
具
智
天
神
）
を
生
道
村
（
生
路
村
）
の
八
剣
社

（
八
剣
宮
）
に
比
定
し
て
い
る
［
神
道
大
系
編
纂
会　

一
九
八
六　

七
九
、一
三
九
］。

（
5
）
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）「
寺
社
由
緒
宝
物
田
畑
届
」
に
「
大
明
神
」、

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）「
社
人
平
野
権
太
夫
系
譜
」
に
「
一　

知

多
郡
生
路
村
氏
神
／
生
路
八
釼
大
明
神
」、
同
六
年
の
「
諸
社
書
上

及
絵
図
」
に
「
生
路
村
氏
神
／
一　

八
剱
大
明
神
」、
文
化
三
年



37

（
一
八
〇
六
）「
知
多
郡
生
路
村
堂
社
書
上
帳
控
」
に
「
知
多
郡
生

路
村
氏
神
／
一　

八
釼
大
明
神
」
と
あ
る
［
東
浦
町
誌
編
さ
ん
委

員
会　

二
〇
〇
四　

一
二
七
、一
四
八
、一
九
二
。
東
浦
町
教
育
委

員
会　

一
九
九
一　

八
一
］。
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
知
多
郡
生
路

村
八
釼
宮
」
の
「
社
人　

平
野
越
前
」
が
「
寺
社　

御
奉
行
所
」

に
宛
て
た
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
「
由
緒
書
」
で
、「
一　

当

八
釼
大
明
神
社
の
儀
」
は
最
初
の
建
立
年
月
日
や
本
願
人
・
施
主

は
不
明
で
、
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
の
再
建
と
記
す
。
そ
の
す

ぐ
次
に
「
一　

従
三
位
伊
久
智
天
神
」
と
い
う
条
を
設
け
、「
本

殿　

塩
土
老
翁
／
相
殿　

八
釼
宮
」
と
記
し
、
さ
ら
に
「
一　

延

喜
式
曰
、
尾
張
国
生
道
塩
一
斛
六
斗
云
々
、
是
塩
ハ
禁
庭
御
神
祭

ニ
用
ひ
給
ふ
塩
ニ
て
候
」
云
々
と
い
う
説
明
を
続
け
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
生
道
塩
は
往
古
年
月
相
分
か
ら
ぬ
頃
、「
塩
土
老
翁
」
と

い
う
白
髪
の
老
翁
が
村
人
に
作
り
方
を
教
え
た
。
そ
の
後
、「
熱
田

八
釼
宮
を
勧
請
し
相
殿
と
仕
候
」
も
の
で
、「
世
人
専
八
釼
宮
と
申

候
え
共
、
根
本
ハ
塩
土
老
翁
と
奉
申
候
」
と
結
ぶ
［
東
浦
町
誌
編

さ
ん
委
員
会　

二
〇
〇
四　

七
七
一
︱
七
七
二
］。
つ
ま
り
、
本
来

の
氏
神
は
「
従
三
位
伊
久
智
天
神
」
で
あ
り
、世
の
人
が
「
八
釼
宮
」

と
い
う
の
は
、
後
に
勧
請
し
た
神
の
名
を
誤
っ
て
呼
ん
で
い
る
の

だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
そ
の
当
否
と
は
別
に
、『
延
喜
式
』
や
『
尾

張
国
神
名
帳
』
な
ど
、
神
道
に
お
い
て
権
威
あ
る
古
典
の
記
述
を

生
路
の
氏
神
に
結
び
つ
け
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
氏
神

の
社
人
で
あ
っ
た
平
野
権
太
夫
は
、
十
九
世
紀
初
め
頃
か
ら
神
職

の
格
式
を
高
め
る
べ
く
奔
走
し
、
ち
ょ
う
ど
「
由
緒
書
」
か
ら
十

年
さ
か
の
ぼ
る
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
の
二
月
、
京
都
に
出
て

吉
田
家
の
神
道
裁
許
状
を
求
め
、
三
月
二
十
一
日
、
受
領
し
た
。

そ
の
裁
許
状
に
「
尾
張
国
智
多
郡
生
路
村
生
路
大
明
神
神
明
天
神

三
社
神
主
菅
原
英
義
」
云
々
と
あ
り
、
以
後
、
権
太
夫
は
「
平
野

越
前
正
菅
原
英
義
」
を
名
乗
る
［
東
浦
町
誌
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
八　

三
五
二
］。
そ
れ
を
「
寺
社　

御
役
所
」
宛
に
報
告
し

た
同
月
二
十
八
日
の
「
口
上
覚
」
に
は
「
知
多
郡
生
路
村
／
生
路

大
明
神
神
主
／
平
野
越
前
正
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
八
釼
宮
」

や
「
八
釼
大
明
神
」
の
社
名
は
使
わ
れ
な
い
［
東
浦
町
誌
編
さ
ん

委
員
会　

二
〇
〇
四　

七
六
九
］。
こ
う
し
た
経
過
か
ら
考
え
る
と
、

権
太
夫
が
裁
許
状
獲
得
に
活
動
す
る
中
、『
延
喜
式
』
や
『
尾
張
国

神
名
帳
』
の
記
述
を
生
路
に
比
定
す
る
考
証
に
接
し
、「
伊
久
智
天

神
」こ
そ
本
来
の
社
名
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、

「
塩し
お
つ
ち
の
お
じ

土
老
翁
」
は
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
神
名
で
、『
古
事
記
』

の
「
塩
し
お
つ
ち
の
か
み

椎
神
（
塩
槌
神
）」
と
と
も
に
潮
の
神
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
各
地
の
塩
竈
神
社
の
祭
神
で
あ
り
、
製
塩
神
と
し
て
も
信

仰
さ
れ
た
ら
し
い
。『
張
州
府
志
』
巻
第
二
十
八
「
智
多
郡
」
の
「
土

産
」
の
「
生
路
塩
」
の
項
は
、『
延
喜
式
』
に
言
及
し
た
後
「
然
ら

ば
則
、其
の
産
す
る
こ
と
久
し
。
今
、東
浦
の
諸
村
。
皆
塩
を
焼
き
、

業
と
為
す
」
と
記
し
て
い
る
［
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会　

一
九
七
四　

七
二
四
］。
近
世
、
東
浦
周
辺
で
製
塩
が
行
わ
れ
て
い

た
。
そ
の
淵
源
は
不
明
だ
が
、
中
世
に
は
確
認
で
き
る
と
い
う
［
東
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浦
町
誌
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
八　

一
一
三
］。
こ
の
よ
う
に
、

生
路
付
近
で
製
塩
神
の
塩
土
老
翁
が
祀
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
十

分
あ
る
が
、
そ
れ
が
伊
久
智
天
神
の
本
来
の
祭
神
か
ど
う
か
は
即

断
で
き
な
い
。
な
お
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
の
「
尾
張
志

御
用
に
付
書
上
」
の
う
ち
、
生
路
村
の
庄
屋
五
右
衛
門
が
記
し
た

部
分
に
は
「
一　

社
九
ヶ
所　

当
村
氏
神
伊
久
智
天
神　

例
祭
八

月
二
日
」
と
あ
っ
て
、「
八
釼
宮
」「
八
釼
大
明
神
」
の
社
名
は
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
社
人
の
平
野
越
後
が
記
す
部
分
に
は

「
一　

伊
久
智
天
神
、
当
村
氏
神
ニ
御
座
候
／
但
し
祭
神
木
花
開
邪

姫
尊
」
と
あ
り
、
祭
神
が
「
木こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め

花
開
邪
姫
」
に
な
っ
て
い
る
［
東

浦
町
誌
編
さ
ん
委
員
会　

二
〇
〇
四　

二
一
六
︱
二
一
七
］。
そ
の

理
由
は
不
明
だ
が
、
各
地
の
塩
竈
神
社
で
は
、
塩
と
潮
と
の
関
係

か
ら
安
産
に
も
霊
験
が
あ
る
と
い
う
。
一
方
、
寛
政
元
年

（
一
七
八
九
）
序
の
『
張
州
雑
志
』
を
み
る
と
、先
行
の
『
張
州
府
志
』

の
考
証
と
同
様
、
生
路
の
氏
神
を
「
伊
久
智
天
神
社
今
八
釼
大
明

神
ト
称
ス　

」
と

し
つ
つ
、「
或
記
ニ
曰
く
。
土
俗
此
神
ヲ
安
産
ノ
神
也
ト
云
」
と
記

し
て
い
る
［
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会　

一
九
七
五　

六
〇
一
］。

製
塩
業
を
営
む
関
係
で
、
土
地
の
氏
神
が
製
塩
神
に
な
り
、
さ
ら

に
塩
竈
神
社
と
同
様
、
安
産
の
神
に
も
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
う
し

た
と
こ
ろ
へ
、
安
産
・
子
育
て
の
神
と
し
て
有
名
な
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク

ヤ
ヒ
メ
を
、
さ
ら
に
敬
わ
れ
る
べ
き
氏
神
の
祭
神
に
も
っ
て
き
た
と

推
定
さ
れ
る
。

（
6
）
五
来
重
は
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）「
弘
法
清
水
」
で
日
本
武

尊
と
生
路
井
の
伝
説
を
取
り
上
げ
た
。
五
来
は
、
主
に
泉
水
の
禁

忌
に
注
目
し
、
こ
れ
を
神
泉
の
伝
説
に
位
置
づ
け
て
い
る
［
五
来 

二
〇
〇
八　

二
九
五
︱
二
九
七
］。

（
7
） 「
大
慈
山
巖
窟
寺
儀
軌
」
の
実
物
は
未
見
で
不
明
な
点
が
あ
る
が
、

天
長
八
年
（
八
三
一
）
に
空
海
が
記
し
た
と
い
う
縁
起
の
内
容
を
、

萬
治
二
年
（
一
六
五
九
）、
湯
殿
山
一
世
別
行
法
院
安
海
が
願
主
と

な
り
、
写
し
て
納
め
た
と
い
う
体
裁
の
も
の
か
。
な
お
、
縁
起
本

文
末
尾
に
、
空
海
が
参
籠
中
に
感
得
し
た
本
縁
起
の
内
容
を
「
神

鏡
広
博
記
ノ
十
巻
」
の
中
に
収
め
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
空
海
の
著
作
と
し
て
は
確
認
で
き
な
い
書
名
の
よ
う
だ
が
、

管
見
で
は
伊
勢
市
の
朝
熊
山
金
剛
証
寺
の
縁
起
『
朝
熊
山
縁
起
』

中
に
言
及
が
あ
り
、
同
縁
起
の
「
朝
熊
山
秘
」
の
条
に
つ
い
て
「
神

鏡
広
博
記
五
巻
の
内
、
弘
法
大
師
御
作
な
り
」
と
い
う
付
記
が
あ

る
［
桜
井
ほ
か　

一
九
七
五　

七
八
］。

（
8
）
伊
久
智
神
社
の
北
隣
、
生
路
井
の
崖
上
に
神
後
院
（
神
後
庵
）
と

い
う
曹
洞
宗
の
小
さ
な
寺
院
が
あ
る
。
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）

創
建
で
本
尊
は
薬
師
菩
薩
。
境
内
に
不
動
堂
を
持
つ
。
そ
の
位
置

と
名
称
か
ら
、
神
宮
寺
の
よ
う
な
関
係
を
疑
わ
せ
る
が
、
特
に
関

連
す
る
伝
承
は
な
く
、
弘
法
大
師
と
も
ゆ
か
り
は
な
い
［
東
浦
町

誌
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
八　

一
〇
二
五
］。

（
9
）『
大
漢
和
辞
典
』の
「
卓
錫
」「
卓
錫
泉
」
の
解
説
を
見
る
と
、
慧
能
・

南
華
寺
以
外
の
人
や
場
所
に
関
わ
る「
卓
錫
泉
」
も
あ
る
［
諸
橋　

一
九
五
六　

一
六
四
〇
］。
つ
ま
り
、「
卓
錫
泉
」
は
日
本
の
「
杖
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立
清
水
」
に
相
当
す
る
概
念
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
話
型
な
い
し

発
想
は
、日
本
や
中
国
に
限
ら
ず
、有
名
な
例
で
は『
旧
約
聖
書
』「
民

数
記
」
第
二
二
章
に
、
モ
ー
セ
が
神
の
命
令
に
よ
っ
て
杖
で
岩
を

打
つ
と
水
が
湧
い
た
と
い
う
話
が
記
さ
れ
て
い
る
［
横
塚　

二
〇
〇
六　

九
四
］。
ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
ポ
セ
イ
ド
ン
は
、

三
叉
の
矛
を
大
地
に
突
き
刺
し
て
水
を
湧
か
せ
、
バ
ッ
カ
ス
（
デ
ィ

オ
ニ
ュ
ソ
ス
）
の
杖
に
も
同
様
な
力
が
あ
っ
た
と
い
う
［
松
村　

一
九
三
〇　

一
七
八
」。
そ
の
類
話
は
世
界
各
地
に
あ
る
と
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
た
ま
た
ま
筆
者
の
管
見
に
ふ
れ
た
例
と
し

て
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
水
の
守
護
聖
人

と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
騎
士
の
ガ
ン
ゴ
ル
フ
が
、
他
所
の
泉
の
水
を

買
い
取
り
、
杖
で
別
の
土
地
に
移
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
フ

ラ
ン
ス
の
あ
る
話
で
は
、
ガ
ン
ゴ
ル
フ
は
泉
に
浸
け
た
杖
を
持
ち

帰
り
、
城
の
中
庭
に
突
き
刺
す
と
、
水
が
噴
き
出
し
た
。
ま
た
、

ド
イ
ツ
の
レ
ー
ン
山
地
に
あ
る
ミ
ル
ゼ
ブ
ル
グ
山
の
話
で
は
、
ガ

ン
ゴ
ル
フ
は
フ
ル
ダ
の
町
の
泉
を
買
い
取
り
、
そ
の
水
の
入
っ
た

箱
を
山
頂
に
運
び
、
下
に
置
い
た
箱
の
底
も
ろ
と
も
杖
で
突
き
通

す
と
、
水
が
湧
い
た
と
い
う
［
飯
豊　

一
九
七
九　

八
九
︱
九
〇
］。
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